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地方交付税 

町　　　税 

町　　　債 

国庫支出金 

県 支 出 金 

譲与税・交付金 

そ　の　他 

29億1，574万円 

6億1，145万円 

3億3，410万円 

2億8，780万円 

2億3，297万円 

1億5，160万円 

2憶1，934万円 

国税五税（所得税・法人税・酒税 
・消費税・たばこ税）の一部から 
配分されたお金 

町民税・固定資産税など皆さんが 
納めた税金 

町が事業を実施するために国等か 
ら借りたお金 

国・県が徴収した税等から配分さ 
れたお金 

県の補助事業などに伴う財源 

国の補助事業などに伴う財源 

分担金・使用料・繰越金など 

一 般 会 計  

国民健康保険特別会計 

後期高齢者医療特別会計 

介護保険特別会計 

町立真室川病院事業会計 

水道事業特別会計 

公共下水道事業特別会計 

まむろ川温泉梅里苑事業特別会計 

　　総　　計　　 

平成25年度各会計当初予算 

 

7,010万円 

1億9,970万円 

10億　930万円 

11億3,100万円 

 

1億6,100万円 

8,900万円 

（50億7,200万円） 
47億5,300万円 

（5億2,762万円） 
4億1,620万円 

（82億6,052万円） 
78億3,010万円 

 

△10.7％ 

0.8％ 

9.4％ 

1.5％ 

 

6.4％ 

1.1％ 

（5.3％） 
△1.3％ 

（△11.2％） 
△30.0％ 

（3.7％） 
△1.7％ 

会　　計　　名 金　　額 前年度当初 
予算との比 

平成25年度 

予
算
と
主
要
事
業

予
算
と
主
要
事
業 

予
算
と
主
要
事
業

予
算
と
主
要
事
業 

予
算
と
主
要
事
業 

　
３
月
７
日
か
ら
13
日
に
開
催
さ
れ
た
平
成
25
年
第
１
回
真
室
川
町
議
会
定
例
会

に
お
い
て
、
平
成
25
年
度
の
当
初
予
算
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
第
５
次
真
室
川
町

総
合
計
画
で
定
め
た
将
来
像
「
人
が
輝
き
　
町
が
輝
き
　
未
来
が
輝
く
　
ま
む
ろ

川
」
を
目
指
し
、「
人
と
地
域
と
自
然
が
輝
く
協
働
の
町
づ
く
り
」
を
基
本
姿
勢

と
し
て
、
６
項
目
か
ら
な
る
基
本
目
標
を
実
現
す
べ
く
、
町
民
が
安
全
で
安
心
で

き
る
生
活
と
、
将
来
に
希
望
が
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。 

一般会計予算47億　5，300万円 （対前年比 1.3％減） 一般会計予算47億　5，300万円 （対前年比 1.3％減） 5，300万円 （対前年比 1.3％減） 

地域の生涯学習活動拠点となる旧差首鍋小学校 

歳入 
地方交付税 
61.3％ 町税 

12.9％ 

国庫支出金 
6.1％ 

県支出金 
4.9％ 

譲与税・交付金 
3.2％ 

町債 
7.0％ 

その他  4.6％ 

※二段書の上段は、次年度への繰越事業として平成24年３月補正を 
　行った経済対策事業関連を平成25年度に加算して記載しています。 
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民　生　費 

公　債　費 

土　木　費 

衛　生　費 

教　育　費 

総　務　費 

農林水産業費 

消　防　費 

議　会　費 

商　工　費 

そ　の　他 

10億2，290万円 

8億　357万円 

6億4，959万円 

6億　569万円 

5億4，298万円 

5億　512万円 

2億4，545万円 

1億7，956万円 

8，547万円 

5，212万円 

6，055万円 

高齢者、障がい者、児童福祉等に 
要する経費 

国や金融機関から借りたお金の返 
済費用 

道路、河川、橋梁、公園、住宅等 
の整備に要する経費 

ごみ処理、保健衛生等の経費 

学校教育・社会学習の振興等に要 
する経費 

財産管理、戸籍、徴税、選挙、電 
算運営等に要する経費 

農林水産業の振興に要する経費 

消防活動、災害対策等に要する経費 

町の観光振興や交流施設の管理等 
に要する経費 

議会の活動に要する経費 

労働費、災害復旧費など 

町民一人当たりの町税（町民税＋固定資産税） 

平成25年度 
※人口は、平成25年４月１日のデータを使用 

61，258円 

予
算
と
主
要
事
業 

予
算
と
主
要
事
業 

一般会計予算47億　5，300万円 （対前年比 1.3％減） 一般会計予算47億　5，300万円 （対前年比 1.3％減） 一般会計予算47億　
　
平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
当
初

予
算
は
、
前
年
度
比
１
・
３
％
減

の
47
億
５
、
３
０
０
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
国
の
緊
急
経

済
対
策
と
し
て
平
成
24
年
度
に
大

型
補
正
予
算
が
成
立
し
た
こ
と
に

よ
り
、
町
の
予
算
に
お
い
て
も
平

成
24
年
度
予
算
へ
３
億
１
、
９
０

０
万
円
の
事
業
を
前
倒
し
、
切
れ

目
な
く
雇
用
と
経
済
の
活
性
化
を

図
る
と
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
。
実
質
的
に
は
平
成
25
年
度
当

初
予
算
に
、
こ
の
経
済
対
策
事
業

を
含
め
た
場
合
の
予
算
総
額
は
、

前
年
度
比
５
・
３
％
増
、
50
億
７
、

２
０
０
万
円
と
な
り
、
直
近
で
は

平
成
15
年
度
に
次
ぐ
予
算
規
模
と

な
り
ま
す
。 

　
新
年
度
で
は
、
避
難
指
定
予
定

で
あ
る
分
館
の
耐
震
診
断
を
は
じ

め
と
す
る
防
災
力
基
盤
強
化
事
業

を
継
続
し
な
が
ら
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

橋
梁
の
長
寿
命
化
や
中
央
公
民
館

の
耐
震
工
事
（
予
算
は
24
年
度
繰

越
）
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
加

え
、
６
次
産
業
化
推
進
事
業
や
地

域
づ
く
り
活
動
支
援
事
業
な
ど
の

新
た
な
事
業
を
創
設
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
前
年
度
か
ら
の
継
続
事

業
に
お
い
て
も
、
そ
の
効
果
を
点

検
・
評
価
し
、
事
業
内
容
の
改
正
、

拡
充
に
よ
り
施
策
の
充
実
を
図
る

こ
と
で
、
真
室
川
町
総
合
計
画
に

お
け
る
次
の
６
項
目
か
ら
な
る
基

本
目
標
の
実
現
に
向
け
た
施
策
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
実
行
す
る
こ
と
を

基
本
に
予
算
編
成
し
た
と
こ
ろ
で

す
。 

 

予
算
編
成
の
基
本
的
な
考
え
方 

●いきいきと働き個性を創るまちづくり 

●健康と福祉のまちづくり 

●心豊かな人と文化を育むまちづくり 

●快適で安心できるまちづくり 

●ひと・もの・こころが交流するまちづくり 

●健全財政のまちづくり 

総合計画　基本目標 

歳出 
公債費 
16.9％ 

衛生費 
12.7％ 

民生費 
21.5％ 

教育費 
11.4％ 

土木費 
13.7％ 

農林水産業費 
5.2％ 

総務費 
10.6％ 

消防費  3.8％ 

商工費  1.1％ 

議会費  1.8％ 
その他  1.3％ 
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学校エアコン整備事業　4,584万円 

・小中学校全室にエアコンを設置 
　真室川小24台、真室川中27台を配備
　し全校完了 

町民体育館屋根塗装事業  3,386万円 

・全面塗装5,993㎡ 

新規 

　　　　　　　　　　　　 1,719万円 

　　　　　　　　　　　　　　71万円 

繰越 

学校コンピュータ更新事業　982万円 

・児童、教職員用パソコンの更新を年次
　計画で実施（あさひ小、北部小） 

新規 

中央公民館耐震改修事業  1億3,612万円 

・耐震診断、改修計画に基づき、耐震改
　修工事を実施 

繰越 

予防接種事業　　　　1,584万円 

・結核、麻しん、風しん、子宮頚がん等
　のワクチンの定期予防接種を公費負担 

子育て支援医療費給付事業　862万円 

・就学前乳幼児から中学３年生まで外来・
　入院時等の保険適用の自己負担医療費
　に全額補助 
・平成25年７月から最上地区広域連合
　で事務を行う 

健康増進事業　　　　1,474万円 

・健康手帳作成・健康教育・健康相談・
　訪問指導の実施 
・各種検診の自己負担を軽減（町から医
　療機関に支出） 

新 

その他 
・認知症施策総合推進事業　　　　　　　　　　　　　　　　 302万円 

・未熟児養育医療費給付事業　　　　　　　　　　　　　　　　40万円 

・認定こども園運営費補助　　　　　　　　　　　　　　　 1,271万円 

・母子保健衛生事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 461万円 

・高齢者および障がい者で構成される世
　帯に対し、１世帯あたり利用可能作業
　員を４人から８人までに拡充 

東京真室川会交流事業　171万円 

・東京真室川会に対する運営費補助・交
　流経費 
・設立40周年事業として総会参加者を
　募集 

拡充 

特定不妊治療費助成事業　81万円 

・特定不妊治療１回につき10万円を限
　度に補助 
・治療開始年度から通算５年次まで年３
　回申請可能 

新規 

高齢者・障がい者世帯除雪支援事業 
　　　　　　　　　　　　322万円 

拡充 

改正 

　健全な行財政の確立として、地域主権時代における行政課題の対応と効率

的な解決を行うため、職員の資質向上、人材育成、組織機構の見直し、行政

コストの削減を図り、施策の効果が見える事業と予算の効果的執行により行

財政力の維持向上に努めます。 

　また、町民と行政が相互の役割を明確にしながら「協働・共育のまち」づ

くりを進めるとともに、地域との情報交換や連携を行う職員の地域担当制を

継続し、地域の活性化に努めます。 

拡充 

継続 

一部新規 

新規 

拡 

継 新 

………………新しい事業 

…………内容の拡大を図った事業 

…………継続して実施する事業 
繰越 

改正 改 

………………平成24年度の予算を平成25年度に繰越して実施する事業 

…………内容が改正された事業 

継続 

改正 

継 

継 

改 
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雇用対策　　　　　　 760万円 

・新規雇用した企業に計180万円を補助
　（１人あたり年間12万円) 
・企業が用地取得・造成する場合の補助
　率を５％から30％に条例改正 
・国庫補助にて保育支援員２名、高齢者
　等生活支援員１名を雇用 

真室川ブランド推進事業  223万円 

・ブランド認定品を中心とした産品の販
　路拡大を支援 
・新たな商品開発の支援、伝承野菜の普
　及・特産品化 
・真室川ファン拡大のための交流事業の
　開催 

農業後継者育成支援事業費補助金 
　　　　　　　　　　1,356万円 

・意欲ある農業者等が取り組む先進地視
　察研修や講座受講料に対し補助 
・７名１組に就農給付金 

拡充 

６次産業化推進事業 　 800万円 

・２名の推進員を公募し、新たな発想・
　視点による町産品の開発・販売・ＰＲ
　活動を展開 

新規 

新 

継 

継 
その他 

新規 

・戦略的園芸産地拡大支援事業費補助金　　　　　　　　　　　545万円 

・畜産生産拡大支援事業　　　　　　　　　　　　　　　　　1,480万円 

・山形デスティネーションキャンペーンプレイベント　　　　　53万円 

拡 

改 

その他 

・学習指導員・学習支援員の配置　

・学校遠距離通学対策　　　　　　
防災力基盤強化事業 　4,148万円 

・避難所指定予定18分館の耐震診断・改
　修計画の策定 
・災害時対応備蓄品の増強・更新 
・ドクターヘリ臨時離着陸場の誘導保安
　業務 
・防火水槽新設１基 
・小型動力ポンプ３台、小型ポンプ付積
　載車２台 

冬期交通費　　　　　6,982万円 

・平成24年度に２名増員し、32名16班
　体制により直営で実施（平成24年度は
　補正対応） 

一部新規 拡充 

町道整備事業　　 2億2,214万円 

・道路改良・舗装７路線、側溝整備４路
　線、測量設計７路線（うち橋の長寿命
　化１路線)

一部新規 

水道未普及地域飲用水対策事業費補助金 
　　　　　　　　　　1,296万円 

新規 

住環境快適サポート事業費補助金 
　　　　　　　　　　3,548万円 

継続 

差首鍋地区生涯学習センターの開設 
　　　　　　　　　　　728万円 

・地区の生涯学習活動拠点として旧差首
　鍋小学校を生涯学習センターとして活
　用。管理人１名を常時配置 

新規 

地域づくり活動支援事業費補助金 
　　　　　　　　　　　390万円 

・地域活動を行う費用として集落など１
　団体あたり年５万円を限度に補助 

新規 

総合運動公園多目的広場芝改修事業 
　　　　　　　　　　　5,241万円 

・スポーツ振興くじ助成金３千万円を活
　用し、洋芝から日本芝に全面改修 

新規 

光通信利用促進事業費補助金  59万円 

・テレビでインターネットの簡易操作が
　可能な設備の購入費用を補助 
　新規加入１世帯あたり8,400円 

新規 

結婚応援事業　　　　　38万円 

・小規模なパーティ、親コン、ワークシ
　ョップによる交流イベントの開催 
・結婚支援員の視察研修を実施 
・結婚活動に関するセミナーの開催 

拡充 

真室川音頭発信事業　　183万円 

・当町発祥の「真室川音頭」をツールに
　情報発信事業を実施 
・イベント開催、親善大使の委嘱、着ぐ
　るみの作成　など 

新規 

継続 

繰越 ・ 

活力創出基盤整備事業  1億7,409万円 

・大池橋旧橋撤去、町道法面保護工、除
　雪車更新１台、流雪溝および橋梁調査
　設計 

一部新規 繰越 ・ 

・水道未普及地域の世帯に対し、１世帯
　あたり水質検査３万円、滅菌器等設置
　15万円を上限に補助 

・住宅の新築、リフォーム、塗装のほか
　浄化槽の設置、耐震診断、町への定住
　などに対して補助金を交付 

�



　　　　　 �� ���������

　平成　平成25年３月年３月23日（土）土）、真室川町立及位中学校の閉校式が行われました。同窓生や真室川町立及位中学校の閉校式が行われました。同窓生や歴代の歴代の 

校長、旧職員、在校生、教職員、地域の方など多くの方々校長、旧職員、在校生、教職員、地域の方など多くの方々が集まり、及位中学校との別れが集まり、及位中学校との別れを 

惜しんでいました惜しんでいました。 

　平成25年３月23日（土）、真室川町立及位中学校の閉校式が行われました。同窓生や歴代の 

校長、旧職員、在校生、教職員、地域の方など多くの方々が集まり、及位中学校との別れを 

惜しんでいました。 

「受け継がれし伝統に感謝、いざ感動のゴールへ」 「受け継がれし伝統に感謝、いざ感動のゴールへ」 

　
学
校
は
な
く
な
っ
て
も
、
及

中
魂
は
消
え
ま
せ
ん
。
及
中
生

で
あ
っ
た
こ
と
を
誇
り
に
前
に

進
ん
で
い
き
た
い
で
す
。
こ
の

校
舎
で
語
っ
た
夢
を
叶
え
る
こ

と
が
、
及
中
に
唯
一
し
て
あ
げ

ら
れ
る
こ
と
で
す
。
き
っ
と
、

こ
の
場
で
そ
の
姿
を
見
守
っ
て

く
れ
る
は
ず
で
す
。 

　
　
２
年
生
　
齋
藤
音
々
さ
ん

　
　
　 

　
僕
達
は
、
最
後
だ
か
ら
こ
そ

最
高
の
形
で
締
め
く
く
ろ
う
と

考
え
、
今
年
一
年
活
動
し
て
き

ま
し
た
。
及
中
魂
を
僕
達
は
忘

れ
ま
せ
ん
。
今
日
の
寂
し
さ
を

乗
り
越
え
て
、
僕
達
は
前
を
向

い
て
歩
い
て
い
き
ま
す
。 

　
　
３
年
生
　
荒
川
大
夢
さ
ん 

及
位
中
学
校
へ
の

及
位
中
学
校
へ
の 

　
　
想
い
を
寄
せ
て

　
　
想
い
を
寄
せ
て 

及
位
中
学
校
へ
の

及
位
中
学
校
へ
の 

　
　
想
い
を
寄
せ
て

　
　
想
い
を
寄
せ
て 

及
位
中
学
校
へ
の 

　
　
想
い
を
寄
せ
て 

　
真
室
川
町
立
及
位
中
学
校
は
、
昭

和
22
年
５
月
１
日
に
及
位
村
立
及
位

中
学
校
の
及
位
校
舎
、
釜
渕
校
舎
と

し
て
発
足
し
ま
し
た
。
以
来
、
地
域

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
あ
り
続
け
、
地

域
に
支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

　
閉
校
式
が
開
式
さ
れ
、
会
場
と
な

っ
た
及
位
中
学
校
体
育
館
で
は
、
式

に
列
席
し
た
皆
さ
ん
に
よ
り
厳
か
に

国
歌
や
町
民
歌
が
斉
唱
さ
れ
ま
し
た
。 

　
井
上
薫
町
長
は
、
及
位
中
学
校
の

歴
史
に
触
れ
、
輝
か
し
い
学
校
教
育
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
学
校
教
育
の
育
成

支
援
に
向
け
た
地
域
の
連
携
を
称
え

た
後
、
「
真
室
川
町
の
教
育
ス
ロ
ー

ガ
ン
で
あ
る
『
心
豊
か
で
　
い
の
ち

輝
く
　
真
室
川
っ
子
』
の
育
成
の
た

め
、
よ
り
一
層
の
教
育
環
境
の
充
実

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
在
校
性
の
皆

さ
ん
に
は
、
真
室
川
中
学
校
で
新
た

な
一
歩
を
踏
み
出
し
、
多
く
の
仲
間

と
友
情
を
深
め
る
と
も
に
、
切
磋
琢

磨
し
な
が
ら
自
ら
を
一
層
高
め
、
次

代
の
真
室
川
町
を
さ
ら
に
は
日
本
を

切
り
拓
く
立
派
な
人
材
と
し
て
大
き

く
羽
ば
た
い
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
続
い
て
、
三
上
準
一
校
長
が
、
平

成
24
年
度
で
及
位
中
学
校
が
閉
校
す

る
と
決
定
さ
れ
た
日
か
ら
、
母
校
が

な
く
な
る
不
安
を
抱
え
な
が
ら
も
、

及
位
中
学
校
の
幕
引
き
役
と
し
て
活

躍
し
た
最
後
の
及
中
生
、
22
名
の
成

長
の
足
跡
と
地
域
の
方
々
の
努
力
を

紹
介
し
、
「
及
位
地
区
発
展
の
た

め
に
、
希
望
が
丘
の
学
び
舎
で
理

想
を
語
り
合
い
、
知
性
を
豊
か
に

育
み
、
誠
実
の
誓
い
の
中
に
、
ど

こ
で
生
活
し
、
何
を
生
業
と
し
て

い
よ
う
と
及
位
中
学
校
で
の
学
び

を
腹
の
ど
真
ん
中
に
据
え
て
、
ふ

る
さ
と
を
思
い
、
こ
こ
で
生
き
る

人
々
に
心
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。」
と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。 

　
最
後
に
、
生
徒
た
ち
が
壇
上
の

前
に
立
ち
、
会
場
に
集
ま
っ
た
皆

さ
ん
も
一
緒
に
な
っ
て
学
び
舎
で

歌
う
最
後
の
校
歌
を
か
み
し
め
な

が
ら
斉
唱
し
て
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
後
開
催
さ
れ
た
「
及
中
思

い
出
を
語
る
会
」
で
は
、
庄
司
忠

美
及
位
中
学
校
閉
校
記
念
事
業
実

行
委
員
長
が
、
会
場
に
集
ま
っ
た

皆
さ
ん
に
「
及
位
中
学
校
の
よ
き

伝
統
と
校
風
を
こ
れ
か
ら
の
真
室

川
中
学
校
の
体
制
に
い
か
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
今
後
も
力
添
え

を
い
た
だ
き
た
い
。
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。 

　
平
成
24
年
度
、
春
、
及
位
中
学

校
は
60
年
と
い
う
長
い
歴
史
に
幕

を
下
ろ
し
ま
し
た
。
３
、
９
６
７

名
の
生
徒
が
巣
立
っ
た
及
位
中
学

校
。
惜
別
の
思
い
を
胸
に
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
新
た
な
歴
史
が
こ
こ

か
ら
始
ま
り
ま
す
。 

�　　　　　�� �����������

　平成25年３月23日（土）、真室川町立及位中学校の閉校式が行われました。同窓生や歴代の 

校長、旧職員、在校生、教職員、地域の方など多くの方々が集まり、及位中学校との別れを 

惜しんでいました。 

「受け継がれし伝統に感謝、いざ感動のゴールへ」 

及
位
中
学
校
へ
の 

　
　
想
い
を
寄
せ
て 

及
位
中
学
校
へ
の 

　
　
想
い
を
寄
せ
て 

栄光の足跡 ～地域ともに歩んだ60年～ 
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及
位
村
立
及
位
中
学
校
の
及
位
校
舎
、
釜
渕
校
舎
と 

し
て
発
足 

及
位
村
立
及
位
中
学
校
、
釜
渕
中
学
校
と
し
て
独
立 

一
村
一
校
案
に
よ
り
、
及
位
村
立
及
位
中
学
校
と
し 

て
統
合
し
、
現
在
地
に
新
築
移
転 

及
位
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
発
足 

寄
宿
舎
設
置 

校
歌
を
制
定 

校
章
を
制
定 

寄
宿
舎
を
一
寮
増
設 

校
舎
を
全
面
改
築
し
、
新
築
落
成 

体
育
館
落
成 

第
１
回
学
区
縦
断
駅
伝
大
会
を
開
催 

 

冬
季
寄
宿
舎
を
一
寮
と
し
、
新
築
落
成 

特
設
ス
キ
ー
部
を
設
置
（
全
国
大
会
リ
レ
ー
第
２
位
） 

学
区
縦
断
駅
伝
大
会
　
10
周
年
記
念
大
会 

グ
ラ
ン
ド
を
全
面
改
修
、
完
成 

教
育
後
援
会
語
る
会
発
足 

文
部
科
学
省
の
「
学
力
向
上
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
事
業
」 

の
指
定
校
（
Ｈ
14
〜
16
年
度
） 

創
立
50
周
年
記
念
式
典 

新
規
図
書
購
入
　
図
書
室
整
備 

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
（
吹
奏
楽
部
） 

寄
宿
舎
「
こ
し
き
寮
」
閉
寮
式 

閉
校
記
念
式
典
（
60
年
の
歴
史
に
幕
） 

一
、
こ
し
き
の
峰
は
空
高
く 

　
　
か
ぶ
の
山
々
そ
そ
り
立
つ 

　
　
朝
日
か
が
や
き
　
雲
は
れ
て 

　
　
の
ぞ
み
明
る
く
若
人
に 

　
　
向
上
の
道
し
め
す
な
り 

 

二
、
不
動
の
滝
の
玉
し
ぶ
き 

　
　
塩
根
の
川
の
水
清
く 

　
　
波
間
に
う
つ
る
　
花
の
か
げ 

　
　
色
美
し
く
純
情
の 

　
　
心
や
さ
し
く
咲
き
か
お
る 

　
　 

三
、
希
望
が
丘
の
学
び
舎
に 

　
　
理
想
語
ら
う
声
あ
ふ
れ 

　
　
知
性
ゆ
た
か
に
　
た
く
ま
し
く 

　
　
青
春
わ
れ
ら
力
あ
り 

　
　
あ
あ
わ
が
及
位
中
学
校 

昭和 平成 生徒数の推移 

※60年中最多の生徒数 

昭和28 

昭和38 

昭和48 

昭和58 

平成５ 

平成15 

平成24

321 

※448 

299 

119 

125 

70 

22

年　度 人数（人） 

校  章 
作成者：佐藤四郎太 

及
位
中
学
校
校
歌 

作
詞
　
堀
　
正
巳 

作
曲
　
齋
藤
鉉
吉 

�
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不法投棄は犯罪です！！ 

真
室
川
町
議
会
議
員
選
挙
投
開
票
結
果 

平
成
25
年
３
月
24
日
執
行 

大　友　又　治 

平　野　まさずみ 

五十嵐　久　芳 

佐　藤　忠　吉 

外　山　まさとし 

佐　藤　かつのり 

さとう　　　正 

佐　藤　一　広 

菅　原　道　雄 

佐　藤　正　美 

名　村　はじめ 

佐　藤　せいこ 

　　橋　　　保 

当日有権者数 投票率 投票者数 

※同一氏・名への投票は按分したため、小数点以下の得票があります。 

男 

女 

合計 

3,584人 

3,966人 

7,550人 

2,846人 

3,172人 

6,018人 

79.41％ 

79.98％ 

79.71％ 

885.000票 

662.000票 

636.000票 

545.682票 

454.000票 

 445.556票 

408.510票 

381.476票 

341.000票 

338.423票 

327.000票 

280.350票 

 251.000票 

 

当選 

当選 

当選 

当選 

当選 

当選 

当選 

当選 

当選 

当選 

当選 

高 

候補者名 得票数 

 

●人権擁護委員 

　４月１日付で法務大 

臣より委嘱されました。 

家庭・職場での嫌がら 

せや暴力など、身近な 

人権問題について相談 

にのります。任期は平 

成28年３月31日までの３年間です。 

●行政相談員 

　行政相談委員に佐藤 

惣司さん（東町２）が 

再任されました。行政 

サービスに関する苦情、 

行政の仕組みや手続き 

に関する問い合わせな 

どの相談にのり、助言等を行います。任期は 

平成27年３月31日までです。 

佐藤菊子さん（大池） 

佐藤惣司さん（東町2） 

●交通安全専門指導員 

　４月１日付で真室川 

町交通安全専門指導員 

に再任されました。地 

域の交通事故防止のた 

め、交通安全指導を行 

います。 
佐藤千加子さん 
（木ノ下） 

●
お
問
い
合
わ
せ
先
…
総
務
課
ま
た
は
町
民
課
住
民
担
当（
　
６
２
―
２
１
１
１
） 

窓
口
業
務
時
間
を
６
時
30
分
ま
で
延
長
し
て
い
ま
す
。 

時
間 

午
後
６
時
30
分（
土
・
日
、祝
祭
日
を
除
く
） 

窓
口 

町
民
課
（
役
場
１
階
） 

■新任　菅原道雄さん（木ノ下) 

　真室川町議会議員の推薦を受け、 

就任されました。 

　農業に関する相談役としてご活躍 

いただきます。 

■退任　佐藤正美さん（野崎) 

　１年８カ月にわたり農業振興のためご活躍頂き、感 

謝状が贈呈されました。 

　３月21日（木）、関係者約60名が出席し、最上広域市町村事務組合・消防署北支署の竣工式

が行われました。当日は、施工業者への感謝状の贈呈や、テープカットなどが行われ、関係者

で北支署の完成を祝いまし

た。 

　今回新たに完成した北支

署は、敷地面積が886.53

㎡、付帯設備として無線鉄

塔や、車両出動表示表など

が設置されています。 

　最上北部において、均衡

のとれた消防体制の確立が

期待されます。 

　　　　　�� �����������
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●３月31日をもちまして、５名が町を退職し１名が県に戻りました。 

伊　藤　　　徹（町立病院副院長）引き続き、嘱託で勤務 

梁　瀬　和　博（町民課調整主査） 

小　嶋　美智子（町立病院看護部主任看護師） 

黒　坂　恵　子（町立病院看護部准看護師） 

斉　藤　あや子（町立病院看護部准看護師） 

安　部　秀　二（企画課主査）現在、県庁で勤務 

産業課 ６次産業化推進員 

　釜渕出身です。この度地元の活性化に
携わる機会を頂き、帰って参りました。
ヨソモノの観点・ワカモノの勢い・バカ
モノの発想をもって、町の力になれるよ
う取り組んでいきます。見かけたら気軽
に声を掛けてやって下さい。 

大友　大志 
おお とも たい し 

町立病院診療部内科医長（内科医師） 

　山形市出身。最上は自然の美しい落ち

着ける土地です。地域のために精一杯頑

張ります。よろしくお願いいたします。 

池田　真士 
いけ だ しん し 

町立病院看護部病棟担当  看護師 

　看護師として働くことになりました。

日々勉強しながら頑張ります。よろしく

お願いします。 

伊藤　美希 
い とう み き 

町立病院看護部病棟担当  看護師 

　早く仕事に慣れ、地域の方のために一

生懸命看護をしていきたいと思います。

よろしくお願いします。 

矢口　智子 
や ぐち とも こ 

町立病院看護部外来担当  看護師 

　地域の皆様から信頼され満足していた

だけるよう、日々の看護を頑張りますの

でよろしくお願いします。 

矢作　恵美 
や はぎ め ぐ み  

産業課  農林担当  主査 

　県からの人事交流で赴任しました。河
北町出身です。町民の方の目線に立って、
真室川町の発展のために頑張りますので、
よろしくお願いします。 

阿部　洋平 
あ べ よう へい 

建設課  建設設備担当  主事補 

　春木出身。活気ある町づくりに貢献で
きるよう努めていきたいと思います。一
生懸命頑張りますのでよろしくお願いし
ます。 

栗田　昇平 
くり た しょう へい 

教育課  総務管理・学校教育担当  主事補 

　川ノ内上出身。地域の人々の支えにな

れるよう頑張っていきたいと思いますの

でよろしくお願いします。 

梁瀬　莉佐 
やな せ り さ 

町立病院事務局  管理栄養士 

　新田平岡出身。食事を通して皆さまの

健康に貢献できるよう頑張りたいと思い

ます。よろしくお願いします。 

工藤　香里 
く どう か お り  

eCO 通信 
つう エコエコ しん 

2
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不法投棄は犯罪です！！ 不法投棄は犯罪です！！ 
　不法投棄は、「何人もみだりに廃棄物を捨ててはならない」という 

法律に違反して、「みだりに」廃棄物を捨てることをいいます。不法 

投棄は絶対にしないでください！！ 

　また、不法投棄を発見した場合は、通報くださるようお願いします。 

●３月のごみの排出量は 

1人1日 629.7gです。 
先月より72.3g増。 

前年同月より120g増。 

５月は不法投棄パトロール強化月間です 

不法投棄を行った者は、５年以下の懲役もしくは 

1,000万円以下の罰金が科されます。 
罰
則 

【不法投棄発見通報連絡先】 
最上総合支庁環境課　 29－1286・役場町民課環境担当　 62－2111（内線235） 

●お問い合わせ先…町民課環境担当　 62―2111（内線235） 

●
５
月
の
地
産
地
消
ウ
ィ
ー
ク
は
、
13
日（
月
）〜
19
日（
日
）で
す
。 

◎
毎
月
19
日
は
「
家
族
団
ら
ん
の
日
」
！！
 

◎
毎
月
19
日
は
「
家
族
団
ら
ん
の
日
」
！！
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平
成
24
年
度
中
に
作
品
を
募
集
し
た
、
第
１
回
真
室
川
町
巨
木
の
森
フ

ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
作
品
が
３
月
21
日
の
審
査
会
に
お
い
て
決
定
し

ま
し
た
。
全
国
か
ら
応
募
い
た
だ
い
た
54
作
品
の
中
か
ら
、
審
査
委
員
長

と
し
て
、
優
秀
作
品
の
選
定
に
あ
た
っ
た
菅
原
富
喜
氏
（
山
形
県
写
真
連

盟
顧
問
・
新
庄
市
在
住
）
の
寸
評
と
共
に
入
賞
14
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
今
後
、
町
の
刊
行
物
や
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
等
に
使
用

す
る
こ
と
で
、
町
の
Ｐ
Ｒ
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
本
年

度
も
第
２
回
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
計
画
中
で
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

「
滝
の
沢
の
一
本
杉
」
　
高
山
眞
一（
千
葉
県
） 

　
幹
周
り
11
・
５
m
、
樹
高
49 
m
、
県
指
定
天
然
記
念
物
、 

真
室
川
町
を
代
表
す
る
巨
木
。
構
図
背
景
良
く
直
幹
天
を 

突
く
巨
木
を
中
心
に
配
し
、
左
の
人
物
が
効
い
て
ま
す
ね
。 

秀
作
で
す
。 

 

最
優
秀
賞 

「
番
楽
」
　
木
田
満
智
子（
真
室
川
町
） 

　
村
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
伝
承
文
化
、
子
供
番 

楽
、
子
供
ら
し
さ
を
巧
く
表
現
し
た
好
感
の
も 

て
る
良
い
作
品
で
す
。
伝
統
の
保
存
を
期
待
。 

「回転俵神輿」　熊澤禎男（鶴岡市） 
　俵御輿を軽々と持ち上げ、威勢良く踊る村の珍しい 
伝統行事。動的被写体を早いシャッターで巧く表現さ 
れております。良い作品です。 

「
盛
夏
」
　
庄
司
信
一（
真
室
川
町
） 

　
構
図
の
良
い
作
品
。
手
前
か
ら
、
水
辺
、 

自
然
、
山
、
空
、
自
然
環
境
を
巧
く
入
れ
て 

ベ
テ
ラ
ン
の
目
で
し
ょ
う
か
。
そ
つ
の
無
い 

風
景
写
真
で
す
ね
。
秀
作
で
す
。 

「
錦
秋
の
森
を
歩
く
」
　
高
橋
浩
幸（
真
室
川
町
） 

　
女
甑
山
の
麓
に
て
撮
る
ブ
ナ
林
と
四
人
の
人
物
の
か
ら
み
、 

森
の
楽
し
さ
と
美
し
さ
が
人
物
を
具
合
よ
く
配
置
し
た
こ
と 

で
引
き
立
っ
た
良
い
作
品
で
す
。 

文
化
部
門 

優
秀
賞 

自
然
部
門 

優
秀
賞 

���� ���������　　　　　

自
然
部
門 

特
別
賞 

文
化
部
門 

特
別
賞 

審
査
員
特
別
賞 

「
森
林
鉄
道
ト
ロ
ッ
コ
列
車
」 

　
　
　
　
　
木
田
満
智
子（
真
室
川
町)

　
子
供
た
ち
の
夢
を
乗
せ
て
森
林
の
中 

を
走
る
ト
ロ
ッ
コ
列
車
、
美
し
い
緑
の 

環
境
、
自
然
の
中
で
楽
し
そ
う
な
子
供 

た
ち
が
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
森
の
守
護
神
」
　
清
水
幸
雄（
山
形
市)

　
威
風
堂
々
た
る
森
の
王
者
、
女
甑
山
の
大
カ
ツ
ラ
、
絶
妙 

な
カ
メ
ラ
ア
ン
グ
ル
が
功
を
奏
し
、
巨
木
の
バ
ラ
ン
ス
も
良 

く
、
背
景
の
紅
葉
の
色
彩
や
周
囲
の
環
境
が
そ
の
存
在
感
を 

引
き
た
て
て
い
ま
す
。 

「
厳
冬
」
　
松
澤
純
一（
真
室
川
町) 

 

　
雪
晴
れ
の
日
、
雪
山
の
表
現
が
巧
い
。 

雪
の
色
調
が
若
干
青
く
、
立
体
的
表
現 

Ｐ
Ｌ
フ
イ
ル
タ
ー
が
効
い
て
い
ま
す
ね
。 

山
岳
写
真
の
秀
作
で
す
。 

「
錦
秋
」
　
松
澤
純
一(

真
室
川
町)

　
紅
葉
の
原
風
景
、
緑
、
赤
、
黄
。
山
肌
、
色
調
の
コ
ン 

ト
ラ
ス
ト
も
良
く
表
現
さ
れ
、
秋
の
山
の
魅
力
を
伝
え
る 

良
い
作
品
で
す
。 

「
聖
域
に
舞
う
」
熊
澤
禎
男（
鶴
岡
市) 

 

　
八
敷
代
番
楽
保
存
会
の
皆
さ
ん
、
獅 

子
舞
の
奉
納
場
面
、
背
景
の
緑
の
自
然
、 

人
物
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
効
い
て
い
ま
す 

ね
。 

「
が
ん
ば
れ
！
」
　
熊
澤
禎
男(

鶴
岡
市)

　
八
敷
代
番
楽
を
踊
る
子
供
た
ち
、
お
ひ 

ね
り
飛
び
交
う
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
名
場
面
、 

シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
を
う
ま
く
と
ら
え 

て
い
ま
す
。 

「
神
輿
だ
、
わ
っ
し
ょ
い
！
」 

　
　
　
　
　
　  

熊
澤
禎
男(

鶴
岡
市)

　
突
然
家
の
前
で
景
気
の
良
い
掛
け
声
、 

俵
御
輿
を
奉
納
し
て
歩
く
若
連
の
皆
さ 

ん
。
家
の
人
も
大
歓
迎
の
表
情
、
シ
ャ 

ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
で
す
ね
、
と
て
も
良 

い
作
品
で
す
。 

４月10日に行われた表彰式で入賞者 

「
八
敷
代
の
村
祭
り
」 

　
　
　
　
　     

高
山
眞
一（
千
葉
県)

　
神
社
か
ら
宿
に
向
か
う
氏
子
の
皆
さ 

ん
だ
そ
う
で
す
、
緊
張
の
若
連
の
表
情 

と
、
後
に
続
く
村
人
た
ち
の
表
情
が
お 

も
し
ろ
い
で
す
ね
。 

「
も
う
見
れ
な
い
八
敷
代
橋
」 

　
　
　
　
　
　
　
高
橋
光
雄（
真
室
川
町)

　
平
成
23
年
２
月
７
日
爆
破
に
よ
り
解
体
撤 

去
さ
れ
た
、
今
は
も
う
見
ら
れ
な
い
八
敷
代 

橋
、
そ
の
３
カ
月
前
、
撮
影
さ
れ
た
記
録
写 

真
、
後
世
に
残
る
貴
重
な
写
真
で
す
。 

���� �����������
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ま
ち
の
わ
だ
い 

② 

① 

③ 

④ 

町
長
コ
ラ
ム

町
長
コ
ラ
ム 

町
長
コ
ラ
ム 

　
及
位
中
学
校
は
、
地
域
と
深
い

係
わ
り
の
中
で
取
り
組
ん
で
き
た

事
業
が
沢
山
あ
り
、
正
に
地
域
に

根
差
し
た
学
校
、
地
域
と
と
も
に

発
展
し
て
き
た
学
校
で
あ
る
が
、

60
年
の
歴
史
に
終
止
符
を
打
ち
今

年
度
よ
り
真
室
川
中
学
校
と
統
合

し
て
、
新
た
な
歴
史
を
築
く
こ
と

に
な
る
。 

　
文
部
科
学
省
の
「
学
力
向
上
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
事
業
」
で
は
、
実
践

と
そ
の
成
果
が
県
内
外
か
ら
高
く

評
価
さ
れ
「
学
力
の
及
位
中
」
と

言
わ
れ
、
私
は
当
時
議
員
だ
っ
た

の
で
、
議
会
で
「
真
室
川
中
学
校

で
も
実
践
す
る
べ
き
だ
」
と
発
言

し
た
の
を
思
い
出
す
。
残
念
な
が

ら
実
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。 

　
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
活
躍
も
あ

り
、
平
成
18
年
の
中
体
連
で
は
、

卓
球
女
子
団
体
で
優
勝
し
た
時
、

私
も
会
場
で
応
援
し
て
い
て
、
そ

の
時
の
感
激
は
今
で
も
脳
裏
に
焼

き
付
い
て
い
る
。 

　
昨
年
の
野
球
の
試
合
で
は
、
雨

が
降
る
悪
天
候
の
中
、
先
行
さ
れ

た
が
タ
イ
ム
リ
ー
が
出
て
逆
転
し
、

イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
で
エ
ラ
ー
し
て
も

お
か
し
く
な
い
状
況
下
、
固
い
守

備
で
あ
っ
た
。
１
点
差
で
負
け
て

し
ま
っ
た
が
、
見
応
え
の
あ
る
内

容
で
あ
っ
た
。 

　
今
年
、
町
内
の
全
て
の
小
中
学

校
の
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
完
備
し
、

快
適
か
つ
効
果
的
な
学
習
環
境
を

整
備
す
る
。
児
童
、
生
徒
た
ち
が
、

自
然
豊
か
な
町
で
健
や
か
に
成
長

す
る
事
を
願
う
。 

　
　
真
室
川
町
長
　
井
上
　
　
薫 

未
来
に
向
か
っ
て 

　４月14日（日）、町民体育館で、新入団員

辞令交付式が行われました。今年は21名の

団員が入団し、斉藤団長から緊張した様子で

一人ひとり辞令を受け取りました。 

　式後の訓練では、消防団幹部から整列や敬

礼などの指導が行われ、団員としての基礎と

なる規律を学びました。 

③ 仲間との「絆」を胸に演奏  

① 古　　河　　市　　交　　流 

② 消 防 新 入 団 員 辞 令 交 付 式  

　３月30日（土）、中央公民館で、真室川中

学校吹奏楽部「第10回定期演奏会」が開催

されました。今回は、「『絆』仲間と共に…奏

でる熱い思いを」をテーマに、３部構成で演

奏会が行われました。部員一丸となり、ぴっ

たりと息のあった演奏を披露しました。 

　３月26日から28日までの３日間、神室少

年自然の家と秋山スキー場を会場に、古河市

との少年少女の集いが行われ、古河市からの

児童32名と、当町代表児童20名が交流しま

した。ソリ乗り体験や雪をつかったアイスク

リーム作りなど、真室川ならではの雪にちな

んだ交流で、子どもたちは絆を深めました。 

　３日間の共同生活を通して大きな思い出と

絆を育んだ子どもたち。今回の交流が「未来」

へつながっていくことが期待されます。 

　３月３日（日）、瀬見温泉で、首都圏に在住

する三滝地区出身者と、同地区及び県内に在

住する人々が交流を深める「第３回ふるさと

三滝交流の集い」（三滝区長：佐藤卯吉、代

表世話人：矢作吉郎）が開催され、38名の

方が参加しました。 

　有志によるお祝いの謡や、三滝地区出身で

首都圏にて活躍中の民謡愛好家による民謡の

披露などが行われ、ふるさとへの想いを語り

ながら交流を深める和やかな会となりました。 

④ ふるさと「三滝」に想いを馳せて 

うたい 

��
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１ ４ 

５ ２ 

３ 

～「心豊かで いのち輝く 真室川っ子」の育成～ 
　平成24年４月の真室川あさひ小学校開校と、平成25年３月の及位中学校の閉校をもっ

て、真室川町立の小中学校は併せて４校となりました。 

　教育委員会では急速に進む少子化や、情報化、グローバル化等の社会変動の中、「いの

ち」「まなび」「かかわり」に重点を置き、「活力ある学校づくり」と、特別支援教育など

「一人ひとりの子どものニーズに対応した教育」を推進してきました。 

　これからも、真室川町の少人数学級と、１町１中学校という特色をメリットと考え、子

どもに対する深い理解と支援に努めていきますので、今年度もよろしくお願いします。 

「いのち」を大切にした教育を進めます 

「まなびの力」をつけていきます 

（１）「いのち」を尊重する心を育てます 

（２）自己実現を目指す「生き方教育」・「キャ

　　リア教育」を進めていきます 

（３）健康で安全な生活ができる教育を進めて

　　いきます 

（４）「いのち」を支える食育を進めていきま

　　す 

一人ひとりの子どものニーズに対応した教育を進めます 

（１）個々の特性に応じた指導法と支援の在り

　　方を工夫していきます 

（２）校内支援体制の確立と関係諸機関との連

　　携・研修の充実を図っていきます 

（３）交流の充実を図り，児童生徒の社会性や

　　豊かな人間性を育みます 

（４）特別支援教育の理解と協力を得られるよ

　　う努めます 

活力のある信頼される学校にしていきます 

（１）子どもを真ん中において、保護者・地域

　　と力を合わせていきます 

（２）子どもの実態に即した具体的な重点目標

　　を立て，特色ある学校経営を進めます 

（３）地域のよさや願いを大切にし、「ふるさと」

　　に誇りを持てる教育活動を進めます 

（４）学校マネジメントを大切にした学校経営

　　に努めます 

（５）統合した真室川中学校が、円滑な学校運

　　営がなされるよう推進します 

（１）自ら考え、学び、判断し、行動しようと

　　する子どもを育てていきます 

（２）生きて働く基礎的・基本的な学力をつけ

　　ていきます 

（３）生涯学習の基礎となる「学ぶ意欲」を大

　　切にした教育を進めます 

（４）読書活動を大切にし、豊かな心を育てま

　　す 

「かかわり」の中で、ともに学ぼうとする心を育てます 

（１）真室川の豊かな自然、文化、人から体験

　　を通して学ぼうとする子どもを育てていき

　　ます 

（２）一人ひとりが信頼し合い、ともに学ぼう

　　とする子どもを育てます 

（３）幼保小中の連携を大切にし、一人ひとり

　　の子どもの成長を見守っていきます 

（４）国際理解や異文化についての学びの機会

　　を大切にします 
「あさひ小教育の日」での1コマ 

��
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図２ 図１ 

地域の環境（土地・人・もの・こと）を生かした生涯学習活動の展開 

～教育の重点～ 

学校教育 

学校教育の推進施策 

生涯学習・スポーツ 

生涯学習・スポーツの推進施策 

めざす子ども像 めざす町民 

●真室川町立小・中学校　児童・生徒数、学級数、職員数（学習指導員等含む）● 

※平成25年４月１日現在 

真室川小学校 

真室川あさひ小学校 

真室川北部小学校 

２６８人 

６３人 

６８人 

３４人 

１８人 

１８人 

１３学級 

　７学級 

　８学級 

学校名 

小１ 

63人 

小２ 

59人 

小３ 

57人 

小４ 

69人 

小５ 

71人 

小６ 

80人 

中１ 

61人 

中２ 

66人 

中３ 

75人 

真室川中学校 

児童数合計　399人 生徒数合計 202人 

２０２人 ２８人 ８学級 

生徒数 職員数 
（内：特別支援学級数） （内：特別支援学級数） 

学校名 児童数 職員数 学級数 学級数 

◇やさしく、かしこく、たくましい子ども 
　「目を輝かせて活動する子ども」「元気で信頼される学校」を目指して 

◆授業改善（わかる授業・伸ばす授業を） 

◆子ども達の体力と運動能力の向上 

◆体験・交流活動の拡充 

◆子どもとじっくり向き合う 

◇学び合い　生きる力をつける生徒の育成 
　　　「生きる力」＝学力、体力、人間関係力 
「全ての生徒から信頼される、全ての保護者から信頼される、 
　全ての地域民から信頼される　真室川中学校づくりを進める」 
◆「いのちの教育」を進め、安全で安心な学校 
◆町唯一の中学校の強みを生かした学校経営 
◆「学びの共同体づくり」を推進し、学力をつける学校 
◆真中生徒会の５大目標 
　「奉仕の真中  あいさつの真中  学習の真中  運動の真中  合唱の真中」 

◇教育目標 
◆教育方針 

真室川小学校 校長：斎藤秀二 

真室川中学校 校長：三上準一 

◇未来に向かって、自分らしく生きていこうとする子どもを育成する 
　重点：子どもを中核にすえた学校づくり～ともに学校を「創る」～ 
◆自己実現のための学びの充実 
◆一人ひとりの子どもに配慮した特別支援教育の充実 

◆家庭、地域とともに推進する体験活動の充実 

真室川北部小学校 校長：川瀬孝志 

真室川あさひ小学校 校長：　橋正彦 

平成25年度　～ 教 育 の 重 点 ～ 

平成25年度  ～学校の教育目標・教育方針～ 

◆
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進 

◆
文
化
芸
術
活
動
の
推
進
・
文
化
財
保
護
の
充
実 

◆
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
と
青
少
年
の
社
会
力
の
育
成 

◆
町
民
参
画
に
よ
る
地
域
性
を
生
か
し
た
学
習
活
動
の
充
実 

◆
学
習
の
場
の
充
実
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
推
進 

◆
豊
か
な
明
日
を
築
く
生
涯
学
習
の
充
実 

生涯学習・スポーツの 
重点 

◆
活
力
の
あ
る
信
頼
さ
れ
る
学
校
に
し
て
い
き
ま
す 

◆
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
教
育
を
進
め
ま
す 

◆「
か
か
わ
り
」
の
中
で
、
と
も
に
学
ぼ
う
と
す
る
心
を
育
て
ま
す 

◆「
ま
な
び
の
力
」
を
つ
け
て
い
き
ま
す 

◆
い
の
ち
を
大
切
に
し
た
教
育
を
進
め
ま
す 

学校教育指導の 
重点 

　真室川町教育委員会では、毎年「真室川の教育の指針」を作成し、学校教育及び生涯学習・ス 

ポーツにおいて、それぞれに推進施策を掲げ、それに対応した活動を展開しています。基本レイ 

アウトは図１のように成り立っており、より具体的な重点目標を図２のように定めています。 

●希望を持ち、自ら学ぶ子ども 
●健康で明るく、たくましい子ども 
●困難に耐え抜く、力強い子ども 
●互いに助け合い、励ましあう子ども 
●みんなのために、よく働く子ども 

●『いのち』を尊重し、他との『かかわり』の中で豊かな心と健やかな体を持とうとする町民の育成 
●地域の環境（土地・人・もの・こと）との『つながり』を重視した生涯学習推進計画 
　「梅の里いきいき学びのプラン」を通した『生涯を通じて学ぶ町民』の育成 
●自ら意欲的に『まなび』、『まなび』を通して、自らを高めようとする町民の育成 
●地域・町内外の『かかわり』と『つながり』の中で年代に応じた多様な学習を通 
　して、社会を創造していく町民の育成 

●希望と連帯を基に生涯学び続ける町民 
●若い力を育て文化を創り上げる町民 
●生涯にわたり喜びを分かち合い活力ある町を創る町民 
●心身を鍛え、生きがいに満ち溢れる町民 
●国際的視野に立つ町民 

心豊かで　いのち輝く 

　　　真室川っ子の育成 

町民一人１学習、１スポーツ 

１ボランティア 

結
ぶ
！
つ
な
ぐ
！

結
ぶ
！
つ
な
ぐ
！ 

結
ぶ
！
つ
な
ぐ
！ 

心豊かで創造力に富んだ 
たくましい人間の育成 

（内：２学級） 

（内：１学級） 

（内：２学級） 

（内：複式１学級） 

◇《校訓》磨けば光り輝く 

◇あいされ　ささえあい　ひとみ輝く　あさひっ子の育成　 
　　　あいされ　　自尊感情の醸成 
　　　ささえあい　共生の心の育成 
　　　ひとみ輝く　学びの充実 

◆スクールテーマ「元気に登校、笑顔で下校」の具現化を目 

　指した学校の創造 
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　山林や草むらに生息するツツガムシに刺されることでおこるツツガムシ病。重症になると昏睡や

けいれん等の症状がでることもあるため、十分注意が必要です。 

　体外受精や顕微鏡授精といった特定不妊治療には、多額の治療費がかかります。今までは、県が

治療費の助成を実施していましたが、今年度から町でも上乗せして助成を行います。 

お気軽にご相談ください 

春は要注意！！ツツガムシ病 

特定不妊治療費の助成を開始します 

●お問い合わせ先……………福祉課 健康づくり担当　 ６２－３４３６ 

・２～３日後に刺口の発赤 
・10日前後に39℃程度の発熱、 
　全身倦怠感 

・できる限り肌を出さない 
・草むらには直接座らない 
・帰宅後は体を洗う 

・早急に医療機関を受診して 
　ください！ 

●対象者：山形県特定不妊治療費助成事業の助成対象者で、夫婦ともに又はいずれ 

　　　　　か一方が町内に住所を有する夫婦 

●助成額：１回の治療につき上限10万円 

●期　間：年３回までとし、助成金の交付を初めて受けた年度から通算５年間まで 

※その他詳細については、下記福祉課までお問い合わせください。 

健康ワン
ポイント 

　町をはじめ、各機関では、無料で健康に関する相談をお受けしています。どうぞお気軽にご利用 

ください。 

相談内容：全般 

●女性の健康相談 
　臨床心理士、保健師が思春期から更年期まで、 

女性の心やからだの相談をお受けします。 

【日　時】毎月第２水曜日　午後1：00～3：00 

【場　所】新庄市　最上保健所 

【その他】予約制　 0233－29－1361

●健康に関する相談 
　心、身体、こどもから高齢者まで、健康に関する 

相談をお受けします。 

【日　時】毎週月曜日　午前9：00～12：00 

【場　所】町総合保健施設（町立病院続き） 

【その他】福祉課へ事前連絡をいただければ随時ご 

　　　　　相談をお受けします。予約不要 

相談内容：心の健康 

●親と子の心の相談 
　臨床心理士が育児に関する不安などの相談をお受 

けします。 

【日　時】平成25年５月22日（水）、７月24日（水）、 

　　　　　　　　　９月25日（水）、11月27日（水） 

　　　　　平成26年１月22日（水）午後1：00～3：00 

【場　所】新庄市　最上保健所 

【その他】予約制　 0233－29－1361

●心の健康に関する相談 
　　臨床心理士が「眠れない」や「職場・学校に 

　いけない」などの様々な悩みのご相談をお受け 

　します。 

【日　時】偶数月の第４水曜日　午後1：30～4：30 

【場　所】町総合保健施設（町立病院続き） 

【その他】予約制　 62－3436（内線414・415） 

●心の健康相談ダイヤル 
　専用ダイヤルで、専任の電話相談員が心の健康に関する相談に応じます。 

【日　時】月～金曜日　9：00～12：00、13：00～17：00 

【電話番号】　023－631－7060（通話料がかかります。） 電話先：山形県精神保健福祉センター 
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●お問い合わせ先………町民課　住民担当　 ６２－２１１１（内線233） 
　　　　　　　　　　　最上地区広域連合　 ２９－６１１１ 

ほかの市町村から転入してきたとき 

職場の健康保険をやめたとき 

職場の健康保険の扶養からはずれたとき 

子どもが生まれたとき 

生活保護を受けなくなったとき 

 

●印かん　●転出証明書 

●印かん 

●印かん　●保護廃止決定通知書 

●印かん　●保険証　●保護開始決定通知書 

●変更があった方の保険証 

●印かん　●保険証 

●印かん 

●職場の健康保険から抜けた事がわかる書類 
（健康保険資格喪失連絡票など） 

●印かん　●国保の保険証 

●職場の健康保険証 

ほかの市町村に転出するとき 

職場の健康保険に加入したとき 

職場の健康保険の扶養になったとき 

生活保護を受けるようになったとき 

町内で住所が変わったとき 

氏名が変わったとき 

世帯や世帯主が変わったとき 

国
保
に
加
入
す
る
と
き 

国
保
か
ら
抜
け
る
と
き 

そ

の

他

 

こんなとき 届け出に必要なもの 

国保の届け出はお忘れなく 

●届け出が遅れても、保険料は国保の資格を取得した時点までさかのぼって納めなければなりません。 

●２年以上さかのぼって国保から抜ける届け出をした場合は、２年以上前に支払った保険料は還付 

　されません。 

●本来なら国保の資格が無いにもかかわらず、誤って保険証を使用してしまったときは、国保が負 

　担した分の医療費（７～９割分）を返納していただく場合があります。 

　４月は転入や転出、就職や退職など、なにかと環境の変化が多い時期です。次のようなときには、 

忘れずに国保の届け出をしてください。 

　高校・大学・専門学校などへの修学のために真室川町から転出される方は、申請することに 

より、引き続き最上地区広域連合の保険証を使うことができます。 

　該当する方は、次のものを持参のうえ、町民課住民担当窓口でお手続きください。 

　　　●保険証　●在学証明書（または学生証のコピー）　●印かん 

学生ではなくなったとき… 

もし、国保加入の届け出が遅れると… 

　卒業や就職などにより学生でなくなったときは、保険証を返還しなければなりません。世帯 

主または世帯員の方は、次のものをご持参のうえ、町民課住民担当窓口でお手続きください。 

　　　●国保の保険証　●職場の健康保険証（就職したときのみ）　●印かん 

※保険証以外にも、限度額適用認定証や医療証（　　　  ）などをお持ちの方は、一緒に持参 

　してください。 

身 子 親 
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平成25年度 
福祉サービスのお知らせ【障がい者福祉編】 

●申請・お問い合わせ先……………福祉課総合福祉担当 　６２－３４３６ 

対象者…身体障害者手帳１～５級・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方 

基本料金分のタクシー券（年間最大で24枚）を交付します。新庄タクシー・最上観光タク 
シーで利用できます。 

対象者…身体障害者手帳１～５級・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方 

１枚当たり10�分の燃料券（年間最大で12枚）を交付します。町内の各給油所で利用できます。 

対象者…常時失禁状態となってから３ヶ月以上経過している障がい者を介護している方 

紙おむつを基準額の範囲内で支給します。 

対象者…呼吸機能障害による身体障害者手帳(1・2級を除く)保持者で在宅酸素を利用の方 

月額1，600円を助成します。 

対象者…在宅の障がい者で身体障害者手帳をお持ちの方等 

特殊寝台、吸引器などを給付します。負担金の額は１割になります。 

対象者…心身に著しい重度の障がいがあり、日常生活において常時特別の介護を要する方 

（特別障害者手当）　月額26，260円　　（障害児福祉手当）　月額14，280円 
（福祉手当制度）　　月額14，280円 

対象者…公共交通機関や自家用車等を利用し人工透析療法のため通院している方 

通院交通費を月額3，000円を限度とし通院距離に応じて助成します。 

対象者…障害程度区分が５・６又は同程度の状態にある障がい者を在宅で６ヶ月以上介護している方 

年額20，000円の激励金を支給します。 

対象者…特別支援学級又は特別支援学校に在籍し、障がいを事由とする他の手当を受給 
していない児童 

対象児童１人につき、その保護者等に月額3，000円を支給します。 

対象者…障がい者（児）、難病患者 

①障害福祉サービス給付事業…施設入所、短期入所、放課後等デイサービス、ホームヘ 
　ルプ、グループホーム、就労移行支援、自立訓練などのサービスを利用できます。 

②補装具費支給事業…身体の障がいを補うため、障がいの状態に応じて車椅子・補聴器 
　などの補装具費を支給します。 

①更生医療　　　対象者…心臓・腎臓・肢体などに障がいのある方 
②精神通院医療　対象者…精神科等へ通院されている方 
③育成医療　　　対象者…身体に障がいのある児童 

※利用は原則１割負担になります。障がいの内容により該当にならない場合があります 

障がいの軽減や機能回復のための医療給付を受けることができます。 

������������	
���������������������

���������	�
������



　　　　　 �� �����������

�����������		���
������

情報 情報 あ ら か る と 
真
室
川
町
大
字
新
町 

真
室
川
町
役
場 

　
　  

企
　

画
　

課
　
行 

９９９ ５３１２ 

127
５ 

お便りをお待ちしています 
●地域の情報をお待ちしております。町内のサークル・ 
　団体・イベントなどのお知らせ欄としてご利用下さい。 

〒999－5312 
真室川町大字新町127-5 
　　真室川町役場企画課 
　　�62－２１１１（内線223）※毎月10日必着 

み
ん
な
の 

文 

芸 
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●
内
容
：
職
場
の
パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
、
解
雇
、
賃
金
カ
ッ
ト
、
未
払
い
賃
金
、 

　
休
暇
な
ど
労
働
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。 

●
電
話
番
号
：
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
―

１
５
４
―

０
５
２ 

●
相
談
日
時
：
５
月
27
日（
月
）、
28
日（
火
）
10
時
〜
19
時
　
●
相
談
料
金
：
無
料 

�
�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
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　　　　　�� �������������

����������	�����������������

�����������		���
������

・３/11～４/10までの届出をご家族の同意を得て掲載しています。 

おくやみ申し上げます おくやみ申し上げます おくやみ申し上げます 

新田　絢世 

三上　紗弥 

佐藤　舞桜 

高橋　　陽 

土田　華子 

にった  あやせ 

みかみ  さや 

さとう  まお 

たかはし  よう 

つちだ  かこ 

女 

女 

女 

男 

女 

寿　昭 

和　巳 

一　平 

真 

賢　司 

川ノ内下 

鏡　沢 

新及位 

新栄町 

野々村 

柏倉　晋一 

小原　岩夫 

伊藤ヨシエ 

庄司昭太郎 

かしわくら  しんいち 

おはら  いわお 

いとう  よしえ 

しょうじ  しょうたろう 

83 

77 

92 

86

セ　ツ 

ヨネ子 

兼光 

功 

釜渕五 

三　滝 

新栄町 

大　滝 

ふりがな 性別 地区名 保護者 氏　名 

ふりがな 年齢 地区名 世帯主 氏　名 

（敬称略） 

◯中央公民館図書室（　62－2305） 問 

●『なつのやさいでかおをつくろう』 

　夏野菜でどんなかおができるかな？５ 
才の感性が光る、平成24年度県立図書館 
手作り絵本コンクール最優秀作品。 

すずきこうせい/作　山形県立図書館/刊 

●『旅猫リポート』 
　秘密を抱えた青年と猫が旅の果てに見 
つけたのは。 

　図書室にて、しおりとブックカバーを配布しており 
ます。どうぞご利用ください。 

有川浩/著　文藝春秋/刊 

今月の新着図書のご案内 

4月23日～5月12日は『こどもの読書週間』です 

（　）は前月比 （　）は前年同時期 

町の人口 

世帯数 

人　口 

男 

女 

３月31日現在 ３月中の異動 

2,888戸(△ 6) 

8,861人(△46) 

4,219人(△26) 

4,642人(△20)

5人( 3) 

6人(12) 

15人(28) 

66人(50)

出　生 

死　亡 

転　入 

転　出 

３月 ３月 

　
お
近
く
の
金
融
機
関
、
郵
便
局
、
各
総
合
支
庁
税
務
担
当
課
、
コ
ン
ビ 

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
ほ
か
、
今
年
度
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
み
な
さ
ん
、
忘
れ
ず
に
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。 

●
自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
31
日（
金
）で
す
。 
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◯個人版私的整理ガイドライン運営委員会（　0120－380－883） 問 

　東日本大震災の影響により、住宅ローンなどの
お借入れのご返済が困難となった個人の方は「個
人債務者の私的整理に関するガイドライン」を利
用することにより、一定の要件下、債務の免除を
受けることができます。まずは下記にお電話くだ
さい。 

◯東北財務局山形財務事務所（　023－641－5178） 問 

　東北財務局山形財務事務所では、多重債務相談
窓口を開設しております。相談員が借金の状況等
をお伺いし、必要に応じて、弁護士等の専門家に
引継ぎを行います。相談は秘密厳守・無料です。
お気軽にご相談ください。 
●相談専用電話　　０２３－６４１－５２０1 
●場所　山形財務事務所1階理財課 
　　　　山形市緑町2－15－3（山形工業高校東側） 
●受付　月曜日～金曜日（祝日、年末年始除く） 
　　　　８時30分～17時15分 



　　　　　 �� ���������

広
報
 

2
0
1
3
．
４
月
号
 
発
行
・
編
集
　
真
室
川
町
役
場
　
       企

画
課
 

〒
9
9
9
－5
3
1
2
　
山
形
県
最
上
郡
真
室
川
町
大
字
新
町
1
2
7
－
5
　
T
E
L
 0
2
3
3（
6
2
）
2
1
1
1
　
F
A
X
 0
2
3
3（
6
2
）
2
7
3
1

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
h
ttp：
//
w
w
w
.y
u
m
e
－
n
e
t.o
rg
/

「広報まむろがわ」は再生紙と環境に優しい 
植物油インキを使用しています。 

表
紙
の
紹
介 

た
ん
ぽ
ぽ
こ
ど
も
園 

入
園
式 

　
４
月
４
日（
木
）、
た
ん
ぽ
ぽ
こ
ど
も
園
（
佐

藤
弘
子
園
長
）
で
第
５
回
入
園
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

　
今
年
度
は
４
歳
児
３
名
、
３
歳
児
13
名
、
２

歳
児
９
名
、
１
歳
児
３
名
の
合
計
28
名
が
新
入

園
児
と
し
て
加
わ
り
、
昨
年
度
か
ら
の
在
園
児

81
名
と
合
わ
せ
て
総
勢
１
０
９
名
で
の
ス
タ
ー

ト
と
な
り
ま
し
た
。 

　
佐
藤
弘
子
園
長
を
は
じ
め
と
す
る
保
育
ス
タ

ッ
フ
23
名
で
、
子
ど
も
達
の
す
こ
や
か
な
成
長

を
見
守
っ
て
い
き
ま
す
。 

※今月号を含め偶数月は、「郷土の英傑　鮭延秀綱物語」を連載します。「働く場所へ行ってみよう」は奇数月に掲載します。 

●
参
考
文
献
　「
鮭
延
城
記
」（
真
室
川
町
教
育
委
員
会
）、「
真 

　
室
川
町
史
」（
昭
和
四
十
四
年
度
版
、
平
成
九
年
度
版
）、 

　「
増
訂
最
上
郡
史
」（
新
庄
市
教
育
委
員
会
）、「
南
出
羽
の
戦 

　
国
を
読
む
」（
保
角
里
志
著
） 

内
町
古
城
跡
に
町
の
有
志
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
碑 

鮭延秀綱物語 鮭延秀綱物語 郷土の英傑 郷土の英傑 

さ
だ
つ
な 

　
最
上
郡
の
北
部
に
は
、
鮭
延
氏
に
関
す
る
史
跡
が
数

多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。
鮭
延
（
真
室
）
城
址
が
そ
の

代
表
で
す
が
、
戸
沢
村
の
岩
鼻
　
、
鮭
川
村
の
庭
月
、
、

安
楽
城
の
下
鍋
城
址
、
野
崎
　
、
平
岡
梅
里
苑
の
平
岡

　
、
及
位
　
、
金
山
の
兼
山
城
等
の
　
城
が
続
き
ま
す
。

こ
れ
ら
は
戦
国
時
代
で
、
解
っ
て
い
な
い
こ
と
も
多
く

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
郷
土
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
鮭
延
氏

の
勇
猛
果
敢
な
生
涯
を
、
十
二
回
シ
リ
ー
ズ
で
お
届
け

し
ま
す
。 

 

一
、
鮭
延
氏
、
出
羽
国
入
場 

　
鮭
延
氏
は
近
江
（
滋
賀
県
）
源
氏
の
出
で
、
佐
々
木

を
名
の
り
、
「
平
家
物
語
」
に
登
場

す
る
佐
々
木
四
郎
高
綱
の
血
筋
に
あ

た
る
。
重
綱
の
時
、
長
男
で
あ
り
な

が
ら
代
々
の
領
地
を
与
え
ら
れ
ず
、

不
満
を
隠
し
き
れ
な
か
っ
た
が
、
近

江
の
鯰
江
を
所
領
。
し
か
し
応
仁
の

乱
（
一
四
六
七
）
以
降
、
荘
園
の
侵

略
や
横
領
、
戦
乱
の
発
生
な
ど
が
あ

っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
原
因
だ
と

確
定
出
来
な
い
が
、
文
明
年
間
（
一

四
六
九
〜
八
六
）、
一
族
と
共
に
出

羽
国
に
下
っ
た
初
代
綱
村
は
、
秋
田

県
南
に
あ
た
る
仙
北
の
領
主
、
小
野

寺
氏
に
仕
え
、
現
湯
沢
市
三
関
の
山

地
に
あ
る
番
城
（
山
城
）
を
預
か
っ

た
。 

　
三
代
貞
綱
（
秀
綱
の
父
）
は
、
小
野
寺
氏
の
所
領
で

あ
っ
た
最
上
地
方
に
遣
わ
さ
れ
、
戸
沢
村
岩
鼻
に
城
を

構
え
た
。
眼
下
に
交
通
の
要
所
、
最
上
川
を
望
み
、
絶

好
の
館
（
城
）
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
三
蔵
院
屋
敷
と

い
う
地
名
が
残
っ
て
お
り
、
ま
た
現
在
真
室
川
に
あ
る

長
林
寺
や
観
音
堂
な
ど
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
真
室
川
町
歴
史
研
究
会
） 

お
う
み 

お
う
に
ん 

な
ま
ず
え 

ぶ
ん
め
い 

つ
な
む
ら 

み
つ
せ
き 

い
わ
は
な 

●
日
時
　
平
成
25
年
５
月
１
日（
水
）
午
後
２
時 

●
会
場
　
差
首
鍋
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー「
ま
ざ
れ
や
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

（
旧
差
首
鍋
小
学
校
） 

5/1 
（水） 



　　　　　

      １
２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
９ 10 11  12 13 14 15  
16 17 18  19  20 21 22 
／ 24 25 26 27 28 29 

日　月　火　水　木　金　土 

月 月 

広
報 

６ 

�６２―２１１１ 
�６２―３４３６ 
�６３―２３３０ 
�６５―２１１１ 
�６６―２１１１ 

真 室 川 町 役 場  
総 合 保 健 施 設  
安楽城地区総合施設 
釜渕地区総合施設 
及位地区総合施設 

■ 
■ 
■ 
■ 
■ 

�６２―２２１１ 
�６５―２２３５ 
�６６―２１１２ 
�６２―２３０５ 
�６２―３５１１ 
 

町 立 真 室 川 病 院  
釜 渕 診 療 所  
及 位 診 療 所  
中 央 公 民 館  
歴 史 民 俗 資 料 館  

■ 
■ 
■ 
■ 
■ 

�６２―３４１１ 
�６２―３６５１ 
�６２―２０３３ 
�６２―３０９９ 
�６２―２３７３ 

町 民 体 育 館  
真 室 川 斎 場  
う る し セ ン タ ー  
森 の 停 車 場  
まむろ川温泉梅里苑 

■ 
■ 
■ 
■ 
■ 

公
共
施
設
案
内 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31

水 

木 

金 

土 

日 
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差首鍋地区生涯学習センター「まざれや」オープニングセレモニー（14：00～）  

   

憲法記念日、梅の里マラソン大会（真室川公園） 

みどりの日   

こどもの日   

振替休日   

   

遊びの広場（総保、9：30～） 

遊びの広場（ふれ安、9：30～） 

駅伝壮行式（真中）、遊びの広場（釜多、9：30～） 

地区高校総体（～12日）、陸上教室（総運、8：00～）、神室キッズクラブＡ・里山遊び倶楽部（神室少年自然の家） 

地区中学校駅伝大会（新庄市福田山工業団地）、神室キッズクラブＢ（神室少年自然の家） 

子宮がん、乳がん検診・骨密度測定検査（最上検診センター、12：30～）、健康相談・認知症相談（総保、9：00～）  

わんぱく広場（総保、9：30～）、フリー参観日（北部小～15日）   

 

遊びの広場（ふれ安、9：30～） 

開放日（こども園） 

陸上教室（総運、8：00～） 

 

町民総体開会式・体協表彰式（中公、18：30～）、健康相談・認知症相談（総保、9：00～） 

わんぱく広場（釜多、9：30～）、２才児歯科健康診査（総保、13：00～）、開放日（安保）、栄寿大学講座開講式、中間テスト（真高～23日） 

遊びの広場（総保、9：30～）、開放日（釜保） 

ＡＥＤ講習会（総体、14：00～）、防災訓練（真高） 

県高校総体陸上（～27日）、祖父母参観（こども園、10：00～） 

陸上教室（総運、8：00～）、運動会（真小）、最上の山探訪（神室少年自然の家） 

運動会（あさひ小、北部小） 

総合健診（旧平小、8：30～）、健康相談・認知症相談（総保、9：00～） 

わんぱく広場（ふれ安、9：30～） 

 

 

総合健診（ふれ安、8：30～）、結核検診（小国公民館、10：00～）、版画講習会（生涯学習センター） 
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－地区の主な行事－ 

・５日（日）環境整備活動（春木） 
・８日（水）山の神様まつり（安久土） 
・12日（日）環境整備活動・花見会（秋山） 
 

・12日（日）花見会（朴木沢） 
・12日（日）堰普請・テレビ共聴組合総会（春木） 
・21日（火）さわやかサロン（田郎） 

23
30



　　　　　

①リモコンの○を押してＴＵＹデータ放送のメニューへ 
 
②メニューの中から「県市町村情報を選択」 
 
③各市町村の中から真室川町を選択 
　（郵便番号にて地域を自動的に特定する場合もあります。 

　株式会社テレビユー山形（ＴＵＹ）のデータ放送で、真室川町の週間行事予定や 

イベント情報等がご覧いただけます。旬の情報を随時アップしていきますので、ぜ 

ひご覧ください。またＮＨＫデータ放送にも、真室川町の情報を掲載しております 

ので、あわせてご覧ください。 

●お問い合わせ先：真室川町役場企画課　 ６２－２１１１（内線223） 

d

閲覧方法  ＴＵＹの場合 

①リモコンの○を押してＮＨＫデータ放送のメニューへ 
 
②メニューの中から「くらしの安全情報」をクリック 

閲覧方法  ＮＨＫの場合 

d

ＴＵＹデータ放送画面 


